
平
成
元
年
五
月
二
十
三
日
受
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答

弁

第

二

二
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衆
議
院
議
員
中
路
雅
弘
君
提
出
米
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
退
役
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 

内
閣
衆
質
一
一
四
第
二
二
号 

平
成
元
年
五
月
二
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

竹 

下 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
中
路
雅
弘
君
提
出
米
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
退
役
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
三
に
つ
い
て 

政
府
は
、
米
国
か
ら
、
御
指
摘
の
報
道
に
先
立
ち
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
が
一
九
九
二
米
会
計
年
度
中
に
退 

 

役
し
、
他
の
通
常
型
空
母
と
交
替
す
る
旨
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
が
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
と
交
替
す
る
空
母 

 

名
及
び
級
を
含
め
、
右
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
未
だ
承
知
し
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
。
以 

 

下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
関
連
取
極
上
、
米
国
が
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
替
わ
る
空
母
の
乗
組

員
家
族
を
我
が
国
に
居
住
さ
せ
る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
く
、
ま
た
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
か
ら
他
の
通
常
型 

 

空
母
へ
の
将
来
の
交
替
は
、
海
外
家
族
居
住
計
画
に
基
づ
き
米
第
七
艦
隊
の
空
母
の
乗
組
員
家
族
が
横
須
賀 



五
の
4
に
つ
い
て 

五
の
2
に
つ
い
て 

五
の
1
及
び
3
に
つ
い
て 

横
須
賀
海
軍
施
設
に
お
け
る
提
供
施
設
等
整
備
費
予
算
に
よ
る
将
校
用
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化 

 

し
て
い
る
も
の
の
改
築
で
あ
り
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
六
戸
着
手
し
、
ま
た
、
平
成
元
年
度
に
十
六
戸
着
手
す 

 

る
計
画
で
あ
る
。 

市
及
び
そ
の
周
辺
に
居
住
す
る
と
い
う
実
態
を
何
ら
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
政
府
と
し
て
は
、
昭
和
四
十 

 

七
年
に
行
っ
た
よ
う
な
意
向
打
診
を
横
須
賀
市
に
対
し
改
め
て
行
う
考
え
は
な
い
。 

池
子
住
宅
地
区
及
び
海
軍
補
助
施
設
に
お
け
る
提
供
施
設
等
整
備
費
予
算
に
よ
る
家
族
住
宅
の
建
設
は
、
横 

 

須
賀
地
区
に
お
け
る
米
軍
家
族
住
宅
の
従
来
か
ら
の
大
幅
な
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
仮
定
の
問
題
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
申
し
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

四 

 



 

五 

六
に
つ
い
て 

日
米
安
保
条
約
及
び
そ
の
関
連
取
極
に
よ
り
、
米
国
は
我
が
国
の
安
全
及
び
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と 

 

安
全
の
た
め
に
我
が
国
の
施
設
・
区
域
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
空
母 

 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
を
含
む
米
第
七
艦
隊
の
我
が
国
周
辺
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
維
持
・
強
化
は
我
が
国
及
び
極 

 

東
の
平
和
と
安
全
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
乗
組
員
家
族
の
我
が
国
居
住
は
、
艦
船
の 

 

本
国
帰
投
回
数
を
減
じ
、
艦
船
の
効
果
的
運
用
と
国
防
費
の
効
果
的
活
用
を
図
る
と
と
も
に
乗
組
員
の
家
族
と 

 

の
別
居
期
間
を
短
縮
し
て
士
気
の
維
持
・
高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
抑
止
力
の
維
持
に
資
す
る
も
の
と
認
識
し
て 

 

い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
か
か
る
形
で
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
退
役
後
も
空
母
を
含
む
米
国
艦
船
の
我
が
国
周
辺
に 

 

お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
維
持
・
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
我
が
国
及
び
極
東
の
平
和
と
安
全
に
資
す
る
も
の
と
認 

 

識
し
て
い
る
。 




